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1 はじめに 
 

学認 LMSは、国立情報学研究所(NII)が提供する LMS(Learning Management System)
です。 
ご利用機関のユーザは、機関 IdP*でログインいただくことで、受講者として NII 提供の

eラーニング教材(情報セキュリティ講座・研究データ管理講座)を受講できます。  
また、各機関のコース管理者も受講者として学習することが可能です。 

 
なお、機関としてオプション機能にお申し込みいただくことにより、自機関ユーザの受

講履歴や成績の管理、自機関が作成したeラーニング教材の受講、他機関が作成したeラー
ニング教材の共有を受けて受講することが可能になります。 
（※オプション機能の利用申請については、学認 LMS ユーザサポートサイトをご参照くだ
さい。） 
学認 LMSユーザサポートサイト： TOP > ご利用機関様へ > オプション機能 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option 

 
本マニュアルでは、オプション機能「情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能」およ

び「研究データ管理講座の受講履歴取得機能」でよくご利用いただく機能について、紹介
いたします。 
なお、「自機関限定コース作成機能」や「機関限定コースの共有機能」においても、自機

関限定コースや他機関の共有を受けたコースの受講履歴を確認する際は、同様の操作方法
となります。 
 
*IdP：認証システムの ID管理システム。Identity Provider 

 

1.1 各講座の「受講履歴取得機能」について 
本機能が想定するユーザは、各機関の機関管理者（コース管理者）で、複数名の登録が

可能です。 
各コースの管理者が、参加者、評定、レポートなどで自機関のユーザの情報を取得でき、

ます。 

1.2 申込方法 
学認 LMSユーザサポートをご覧ください。申込申請は、連絡担当者が行えます。 
学認 LMSユーザサポートサイト：TOP > ご利用機関様へ > 利用申請方法 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/join 

 
 

https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/join
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1.3 mAPグループへの入会 
オプション機能に申込申請いただきますと、コース管理者宛に mAP グループへの招待

メールが届きます。入会方法については、学認 LMSユーザサポートサイトで各オプション
機能のページをご確認ください。 
受講履歴取得機能をご利用いただくには、GakuNin mAP（がくにんエムエーピー）とい

うグループに入会する必要があります。 
 
学認 LMSユーザサポートサイト 

TOP > ご利用機関様へ > オプション機能 >情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/security_log 

TOP > ご利用機関様へ >オプション機能 > 研究データ管理講座の受講履歴取得機能 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/rdm_log 

 
オプション機能「情報セキュリティ講座の受講履歴取得機能」および「研究データ管理

講座の受講履歴取得機能」について、オプション機能のご利用中止をご希望の場合、ｍAP
グループの「退会」ボタンではなく、コミュニティサポートから「変更申請」もしくは
「中止申請」により連絡担当者から申請くださいますようお願いいたします。  

https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/security_log
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/rdm_log


3 
 

2 ログイン・ログアウト 

2.1 初回ログイン 
2.1.1 ブラウザを起動し、以下の URLにアクセスします。 

https://lms.nii.ac.jp/ 
 

2.1.2 Home画面が表示されます。右上の「ログイン」をクリックします。 

 

2.1.3 ログイン画面が表示されます。ドロップダウンメニューで学認 LMS への登録順に機関名
が表示されます。ご自身の所属機関名を選択し、「選択」をクリックしてください。 

https://lms.nii.ac.jp/
https://lms.nii.ac.jp/
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2.1.4 選択した機関の IdPログイン画面に遷移します。表示に従い、ログインしてください。 
ログイン後、利用規程が表示されますので最後までお読みいただき、「次へ」ボタンをク
リックしてください。 

 

2.1.5 学認 LMSを使用するにあたり、利用規程に同意いただく必要があります。 
内容をご確認いただき、「私は国立情報学研究所学認 LMS 利用規程に同意します。」に
チェックをいれ、「次へ」をクリックしてください。 

 

2.1.6 利用規程に同意した後、ご自身のプロファイル画面が表示されます。 
また、右上のアイコンにご自身の姓/名の頭文字が表示されます。 
左上の HOMEボタンをクリックするとホーム画面に遷移します。 
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2.2 ２回目以降ログイン 
2.1.1～2.1.4の操作でログインします。 
ログイン後、Home 画面が表示されます。右上にご自身のアイコン（画像設定されてい
ない場合は、姓/名の頭文字）が表示されていることを確認してください。 

 

2.3 ログアウト 
2.3.1 画面右上のアイコンをクリックし、メニューを表示します。 

 

2.3.2 「ログアウト」をクリックします。 
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3 利用準備（マイコースの登録、ロールの切り替え） 
受講履歴を取得したいコースを、マイコースに自己登録する必要があります。 
また、受講履歴取得機能は、「コース管理者」ロールの場合に利用できます。「受講者」
ロールでは使用できないため、コースにアクセス後、ロールを切り替えてください。 
ロールの切り替えは、ログインしてコースにアクセスする度に必要です。 

3.1 マイコースへの登録 
コースの受講履歴を確認するには、コースを自己登録する必要があります。 
「Home」画面の「コース一覧」から受講履歴を取得するコースを選択します。 
下記画面が表示されますので、「私を登録する」をクリックします。 

 
コース登録後、下の画面が表示されます。 
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3.2 マイコースの解除 
登録したコースのメニューから、自己登録を解除できます。間違って登録した場合等、
ご自身でマイコースの登録を解除できます。 
コース名の下メニュー「さらに」をクリックすると「登録を解除する」ボタンが表示さ
れるので、クリックします。 

確認画面が表示されます。 
登録解除する場合は「続ける」、登録解除をやめる場合は「キャンセル」をクリックし
ます。 

登録解除すると、Home 画面が表示され、「あなたはコースから登録解除されます。」と
表示されます。 
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3.3 コース管理者にロールを切り替える 
コースにアクセスすると初期状態では「受講者」ロールのため、所属機関の受講履歴を
取得する場合、「コース管理者」にロールを切り替える必要があります。 
この操作は、ログインしてコースにアクセスする度に必要です。 
 
・受講者ロール：アイコン左に「受講者」と表示されます。 
・コース管理者ロール：アイコンの右に「編集モード」と表示されます。 
 

3.3.1 上部メニューの「受講者」もしくは、ご自身のアイコンをクリックすると、プルダウン
メニューが表示されますので、「通常ロールに戻る」をクリックします。 

 
「機関管理者」ロールになると以下の画面となり、アイコンの右に「編集モード」と表
示されます。 

 

3.3.2 「受講者」ロールに戻るには、プルダウンメニューから「ロールを切り替える…」を選
択し、「受講者」を選択してください。 
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4 各コースの受講履歴の確認方法 
情報セキュリティ講座受講履歴取得機能で確認できる項目には[情]、研究データ管理講

座受講履歴で使用できる機能には[研]と入れています。 
自機関限定コースや他機関の共有を受けたコースでは、コースの構成によって、確認で

きる機能が変わります。 
 
4.1「登録済みユーザ」および、4.2「参加者一覧」の項目は、機関 IdP から送出される

属性情報の設定が反映されます。 
次の表に機関 IdPの属性情報と各項目の対応を示しました。 

機関 IdPの属性情報 4.1登録済みユーザの項目 4.2参加者一覧の項目 
o(必須項目) 
(organizationName) 

グループ  

ePPN(必須項目) 
(eduPersonPrincipalName) 

ユーザ名 ユーザ名 

displayName(任意項目) 
ユーザ本人によりプロファイ
ルから変更可能 

姓/名 フルネーム 
属性を送出しない場合、「姓」は「 」（全角スペース）、
「名」は「GakuNin」と表示される 

mail(任意項目) 
ユーザ本人によりプロファイ
ルから変更可能 

 
メールアドレス 
属性を送出しない場合、ダ
ミーアドレスが表示される 

 
機関 IdPの設定については、学認 LMSユーザサポートサイトをご確認ください。 
学認 LMSユーザサポートサイト：TOP > ご利用機関様へ > IdP設定情報 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/idp_setting 

 
 

4.1 [情・研]登録済みユーザ 
コース名の下のメニューで「参加者」をクリックし、「登録済みユーザ」を選択します。 

表示されるのは、該当コースを「自己登録」しているユーザです。 

https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/idp_setting
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ユーザ情報として、 姓/名、 ユーザ名、ロール、グループ、コースへの最終アクセス、
ステータスが表示されます 。 
 

 

4.1.1 「姓/名」 
所属機関による機関 IdPの属性情報の送出により設定され、displayNameに対応しま

す。IdP が displayName を送出しないよう設定されている場合、姓/名は「姓」に「 」
（全角スペース）、「名」に「GakuNin」と表示されます。 
姓/名で個人が判別できない場合、4.5.1 の「概要レポート」や「ユーザレポート」等、

姓/名で選択する一部の機能が利用できなくなります。 
例えば、「姓」に学籍番号、「名」に氏名を入力するよう displayName に設定されて

いれば、コース管理者が学籍番号と氏名を確認できます。 
なお、「姓/名」はユーザ自身により「プロファイル」から変更が可能です。（受講者

向け利用マニュアルをご参照ください。）ユーザ自身による「姓/名」の変更の要否は、
各機関のご判断にお任せしております。 

 

4.1.2 「ユーザ名」 

所属機関による機関 IdP の属性情報の送出により設定され、ePPN に対応します。
displayName を送出しない場合に、ePPNがランダムに割り当てられるよう設定されて
いると、個人の識別が難しくなりますので、ご注意ください。 
 

4.1.3 「ロール」 

ユーザに付与されたロール（受講者・機関管理者）が表示されます。 
 

4.1.4 「グループ」 

所属機関による機関 IdPの属性情報の送出により設定され、o (organizationName)
に対応します。 
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4.2 [情]参加者一覧 
ユーザのメールアドレスは、画面の右側にある「ブロックドロワ」という領域の「参加
者一覧」から確認できます。 

 

参加者一覧には、ユーザ名(ePPN)とフルネーム(displayName)、メールアドレス
（mail）が表示されます。 

IdP が displayName と mail を送出しないよう設定されている場合、下のように
GakuNinとダミーのメールアドレスが表示されます。 

mail属性が送出されていると、学認 LMSのシステムからのメッセージ送信 (ログイン
通知やバッジ発行通知等）が各ユーザに届くようになります。 
なお、「メールアドレス」はユーザ自身により「プロファイル」から変更が可能です。

（変更方法は、受講者向け利用マニュアルをご参照ください。）ユーザ自身による
「メールアドレス」の変更の要否は、各機関のご判断にお任せしております。 
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4.3 [情]セクション*（トピック）の受講履歴 
*Moodle標準表記の「トピック」をこのマニュアルでは「セクション」と表記しています。 

4.3.1 基本レポート 
コースインデックスより、受講履歴を確認したいセクションをクリックし、「レポート」
タブをクリックします。 
「基本レポート」では、ユーザの受験回数、受講日時、評点が一覧で表示されます。 
なお、複数回以上受講しているユーザの履歴は、複数行で表示されます。 

 
 

4.3.2 インタラクションレポート 

左上のプルダウンメニューの「インタクラションレポート」を選択すると、セクション
内の各コンテンツの受講履歴を確認いただけます。なお、複数回以上受講しているユー
ザの履歴は、複数行で表示されます。 
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4.3.3 ダウンロード 

「基本レポート」および「インタラクションレポート」の各項目のデータを、をダウン
ロードできます。フォーマットを選択してダウンロードします。 
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4.4 [情・研]総合テスト/理解度テストの受講履歴 
コースにより、小テストの名称が「総合テスト」や「理解度テスト」となっています。 
 

4.4.1 評定 
コースインデックスより、総合テスト/理解度テストのセクションをクリックします。 
「受験結果」タブをクリックするか、受験件数をクリックします。 

 
左上のプルダウンメニューの「評定」が選択された状態で、受験結果確認画面が表示さ
れます。 
ユーザごとに受講履歴、所要時間、評点が一覧で確認できます。 
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ユーザの「受験をレビューする」をクリックすると、ユーザのレビュー画面が確認でき
ます。最下部、もしくは画面右側の小テストナビゲーションの「レビューを終了する」
をクリックすると、総合テストのトップ画面が表示されます。 

 

4.4.2 解答 
ユーザが解答した選択肢や正誤も確認できます。 
左上のプルダウンメニューの「解答」を選択します。 
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ユーザが解答した選択肢と正誤が一覧で表示されます。 

 

4.4.3 受講履歴のダウンロード 
受講履歴をダウンロードできます。受講履歴一覧の上部にある「テーブルデータをダ

ウンロードする」のプルダウンメニューにて、ダウンロード形式を選択し、「ダウン
ロード」ボタンをクリックします。 
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4.5 [情・研]評定者レポート 
コース全体の評定を確認します。コースメニューの「評定」をクリックします。 
評定者レポートの画面が表示され、ユーザと設定されているテストの評点一覧がでます。 
画面はキーボードの左右ボタンでスクロールします。 

カテゴリを表示する方法は３つあります。（）内はコース名横の表示です。 
・評点のみ：カテゴリ合計列なし（□） 
・フルビュー：各評定とコース合計（－） 
・総計のみ：コース合計列のみ（＋） 
切り替える方法は、コース名横の「□」(ツールチップ：フルビューに変更する)をク
リックすると、「－」となり、もう一度押すと「＋」（総計のみ表示）となります。 
 
下図は「フルビュー（－）」表示です。評点のみの場合と異なる点は、コース合計が表
示されているか、していないかです。 
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「ー」（ツールチップ：統計のみに変更する）をクリックすると、 
コース合計のみ表示されます。その場合、表示は「＋」となります。 
「＋」（ツールチップ：評点のみに変更する）をクリックすると「□」に戻ります。 

 

4.5.1 取得できる評定レポート 
評定画面では以下の評定レポートが取得できます。 
・評定者レポート：ユーザと設定されている評定項目が一覧で表示されます。 
・評定履歴：ユーザを選択し、受講期間を絞って受講履歴を表示することができます。 
・評定概要：コース内の各セクションの評定の平均が表示されます。 
・ユーザレポート：ユーザを姓/名で選択し、ユーザごとに項目の評定が一覧で表示さ
れます。 
・プレファレンス：評定者レポート：評定者レポートの表示設定ができます。 
・エクスポート：エクスポートしたい項目が選択してダウンロードすることができます。
例えば、ダウンロードしたデータにフィルタをかけ、評定が 100点になっていないユー
ザのメールアドレスを抽出することが可能です。 

 



19 
 

4.6 [情]ログ 
4.6.1 ログ 

コースメニューの「レポート」をクリックし、ログを選択します。 
 

データを取得したい項目をプルダウンで選択します。 
下記画面は、1つのセクションに絞って取得したログです。 
取得したログはページ下部から形式を選択してダウンロードできます。 
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4.7 [情・研]「活動レポート」と「活動完了」 
4.7.1 活動レポート 

コースメニューの「レポート」をクリックし、「活動レポート」を選択します。（表示さ
れるまで時間がかかる場合があります。） 
コース内のセクションに設定されている活動と表示回数等が一覧表示されます。 
日付でフィルタリングすることも可能です。フィルタ機能（赤枠）は折りたたまれてい
ます。 

 

4.7.2 活動完了 
プルダウンを「活動完了」に切り替えると一覧が表示されます。課題、小テスト等コー
ス内に設定している活動でフィルタリングも可能です。また、ダウンロードもできます。 
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5 評定（ユーザメニューから評定者レポートへの遷移） 
上部のユーザアイコンをクリックして表示されるプルダウンメニューは受講者と同じです
が、「評定」で確認できる内容が異なります。 
「評定」をクリックすると受講しているコースだけでなく、教えているコースも表示され
ます。 

「私が教えているコース」で評定を確認したいコースをクリックすると、コースの評定者
レポートの画面（4.5でご説明の機能）が表示されます。 
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6 ユーザサポートサイトについて 
学認 LMSユーザサポートサイトで、ユーザ向けのご案内をしております。 
学認 LMSユーザサポートサイト 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support 
お知らせ・メンテナンス情報、よくあるご質問などをご確認いただけます。 
本マニュアルもユーザサポートサイトに最新版が掲載されていますので、必要に応じてご
活用ください。 
 

6.1 受講履歴取得 API（テスト運用中オプション機能）のご紹介 
「受講履歴取得API」では、各講座（情報セキュリティ講座、研究データ管理講座、自機関
限定コース）の受講履歴を取得できます。 
機関管理者は、「受講レポート」「インタラクションレポート」「活動完了レポート」

「コース完了レポート」「コースバッジ授与状況」「コース情報」が取得できます。 
なお、コースバッジ授与状況は、受講履歴取得機能では取得できない情報です。 
お申込みは以下のページをご覧ください。 
学認 LMSユーザサポートサイト 
TOP > ご利用機関様へ > オプション機能 > 受講履歴取得 API 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/api 

6.2 ラーニングアナリティクス機能（テスト運用中オプション機能）のご紹介 
学認 LMS の LA 基盤（ラーニングアナリティクス機能を提供するシステム）では、受講

者の学習履歴データ（学習ログ）について、xAPI 形式及び IMS Caliper Analytics 形式の
2 つのステートメント設計に基づいて変換した JSON 形式等を、LRS（Learning Record 
Store）に蓄積しています。  
機関管理者は、所属する機関の受講者について学習ログを取得し、分析することが可能

です。 分析環境として、 JupyterHubと Apache Supersetを利用することが可能です。 
詳細については、以下のサイトをご確認ください。 
学認 LMSユーザサポートサイト 
TOP > ご利用機関様へ > オプション機能 > ラーニングアナリティクス機能 
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/laaas 
LA基盤ポータルサイト 
https://support.la.lms.nii.ac.jp/ 

 

7 困ったときは 
所属機関のお問合せ先に、ご連絡ください。 
学認 LMS サポート担当には、各機関の連絡担当者をとおしてお問い合わせくださいますよ
うお願いいたします。 

https://contents.nii.ac.jp/lms_support
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/api
https://contents.nii.ac.jp/lms_support/organization/option/laaas
https://support.la.lms.nii.ac.jp/
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